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１学期を振り返ってみますと、入学式、
参観日、拡大理事会、ＰＴＡ歓迎会、P
TAミニバレー大会、奉仕作業など、多
くの行事がありました。保護者の皆様
のご協力のおかげで、無事予定通りに
実施することができました。改めまし
て、感謝申し上げます。
また、１学期の病気等による欠席ゼ

ロの日は、４１日（授業日数７２日）
でした。子どもたちは「夢いっぱい」「笑
顔いっぱい」「元気いっぱい」を目標に、
いろいろなことに自分からチャレンジ
し、よく頑張った１学期でした。
2学期も、何か一つでもできるよう、

夏休みのうちに、何にチャレンジする
かを決めておくとよいですね。
さて、明日から夏休みとなります。
８月２８日（月）の始業の日に、元気

なあいさつの声とともに登校してくれ
ることを願っています。
夏休み中は、交通事故や水の事故、不

審者などにも十分に気を付けて、自分
の命や周りの人の命を大切にして過ご
してほしいです。
１学期の終業式では、児童２名がす

ばらしい作文を発表してくれました。
紹介します。

「１がっきをふり返って」
３年 黒木 睦仁

１がっきをふり返って、ぼくががんばっ
たことが３つあります。
１つ目は、テストをがんばりました。ぼ

くは、算数の学習で時間をもとめることが
むずかしくて、なかなかできませんでした。
何回も時計を回して練習しました。時計の
テストができたときはうれしかったです。
２つ目は、お手伝いをがんばりました。

１ねんせいのときは、雨がふったとき、せ
んたくをとれませんでした。だけど、3年
生になってからは、１人でせんたくをいれ
ることができるようになりました。
３つ目は、黒ばんをきれいにすることを

がんばりました。ぼくは、帰りの会の前に
黒ばんをきれいにしました。毎日がんばり、
先生にもほめられました。
ぼくは夏休みには、お母さんの手伝いを

したいです。とくにおふろをちゃんとぴか
ぴかにしたいです。
１がっきには、いろいろなことにチャレ

ンジしたので、２がっきもいろいろなこと
にチャレンジしていきたいです。

明日から夏休み
「１学期を振り返って」

５年 椎葉 華
４月に５年生になり、高学年の仲間入りを
しました。私が低学年だった時には、高学
年のお兄さん、お姉さんに遊んでもらった
り、いろいろなことを教えてもらったりし
ていたので、私も下学年に頼ってもらえる
高学年になりたいと思いました。そこで、
1学期は、２つのことをがんばってきまし
た。
１つ目は、宿泊学習です。私たちの班は、
特に十分前行動をがんばりました。でも、
最初は、十分前に行動できていても、忘れ
物をして部屋に取りに帰るなどして、結局
集合場所には集合時間ぎりぎりに着く失敗
もしました。思っていたより簡単にはでき
ませんでした。そこで、休憩時間にしおり
を見ながら、準備物を前もって用意してお
いたり、みんなで時計を見ながら
「もう、そろそろ行こうか。」
と声を掛け合ったりすると、十分前集合が
できるようになりました。休み時間ごとに
部屋の掃除をしたり、荷物の整理整頓まで
したりする余裕もできました。失敗は、目
標達成にもつながると分かりました。
２つ目は水泳運動です。昨年の水泳では

二十五メートルを泳ぐのが精一杯でした。
そこで、今年は「五十メートル泳ぐぞ。」と
いう強い意志で、クロールの息継ぎに気を
付けて練習をしました。私は、泳ぐと息が
きつくなり、息継ぎの時に沈んでいってい
るように思いました。それは、息継ぎをす
るときに、腕が下がっていることが原因だ
と教えてもらいました。腕を伸ばしたまま、
腕を枕にすることを意識して練習をしまし
た。意識しても、最初はできていなかった
と思います。でも、繰り返し意識して練習
するうちに、前ほど沈んでいるような感じ
がなくなってきました。集合学習の記録会
本番では、五十メートル泳ぐことができま
した。意識して何回も練習することが大切
だと感じました。目標が達成できて、とて
もうれしかったです。
私は、２つのことを通して、目標に向かう
ためには、ただがんばるだけではいけない
と思いました。高学年らしく、目標を達成
するためには、自分のできていないところ
を知り、そこを直すためにはどうすればい
いのか、考えて練習したり、行動したりし
ないといけないことが分かりました。そし
て、それを意識し続けることは簡単ではない
ことも分かることができました。２学期にが
んばっていきたいことも、考えています。夏
休みに、じゃあどうすればいいのか、どこを
がんばればいいのかをよく考えて、２学期に
備えたいと思います。

２学期もどうぞよろしくお願いいたします。


